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「広報のと」4 月号の印刷費は一部当たり 41 円です。

P L U S

　

能
登
高
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
は
3
月
3
日
に
行
わ
れ
、
普

通
科
30
人
、
地
域
創
造
科
42
人

の
あ
わ
せ
て
72
人
が
学
び
や
を

後
に
し
ま
し
た
。
谷
紀
美
子
校

長
は
式
辞
で
「
志
に
向
け
て
努

力
し
て
、
人
間
と
し
て
の
価
値

を
高
め
て
」
と
話
し
、
卒
業
生

を
激
励
し
ま
し
た
。
卒
業
生
を

代
表
し
て
仙
福
和
弥
さ
ん
が
答

辞
で
3
年
間
の
思
い
出
を
話
す

と
と
も
に
「
希
望
を
持
っ
て
前

に
進
み
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

72
人
が
学
び
や
か
ら
羽
ば
た
く

松
本
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
「
い

ち
じ
く
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」
を
仕
上
げ
る
生
徒

卒業証書を受け取る代表の生徒

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

世界に一枚　特別な卒業証書
手漉

す

きの久田和紙で卒業証書を作る「里山で祝う 15 の春 !     
門出プロジェクト」。4 中学校の 154 人が自分の手で漉いた世
界に一枚だけの卒業証書を手に、夢に向かって飛び立ちました。

（3 月 13 日松波中学校卒業式）

プ
ロ
の
技
術
と
こ
だ
わ
り
を
学
ぶ
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も
の
で
、
農
業
コ
ー
ス
の
2
年

生
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
用

意
さ
れ
た
食
材
は
地
元
産
の
冷

凍
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
金
剛
建
設

が
穴
水
町
の
農
園
で
生
産
し
て

い
る
イ
チ
ジ
ク
「
バ
ナ
ー
ネ
」

で
す
。
バ
ナ
ー
ネ
は
糖
度
が
高

い
品
種
で
加
工
用
と
し
て
能
登

高
校
の
実
習
に

今
年
度
か
ら
提

供
さ
れ
ま
す
。

　

生
徒
は
講
師

の
松
本
さ
ん
の

手
際
の
良
さ
に

圧
倒
さ
れ
た
様

子
で
し
た
。「
気

泡
を
壊
さ
な
い

よ
う
に
混
ぜ
る

と
ス
ポ
ン
ジ
が
き
れ
い
に
仕
上

が
る
」
と
い
っ
た
プ
ロ
の
こ
だ

わ
り
に
も
触
れ
ま
し
た
。
松
本

さ
ん
は
「
冷
凍
し
た
食
材
も
加

工
す
れ
ば
商
品
と
し
て
活
用
で

き
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
生
徒
に
話
し
ま
し
た
。
今
回

学
ん
だ
プ
ロ
の
姿
勢
は
、
実
習

で
の
商
品
開
発
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

能
登
高
校
柳
田
校
舎
で
金

沢
・
メ
ー
プ
ル
ハ
ウ
ス
の
パ

テ
ィ
シ
エ
松
本
和
哉
さ
ん
を
講

師
と
し
て
招
き
、
地
元
産
の
食

材
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
県
教
育
委
員
会

「
未
来
の
職
業
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た
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る
。
再
び
水
で
ア
ク
を
流
す
。（
み

わ
会
会
員
が
実
施
）

⑩
塵
取
り
　
⑪
打こ
う
か
い解

小
刀
な
ど
で
丁
寧
に
チ
リ
を
取
り

除
き
、
叩
き
棒
で
繊
維
を
細
か
く

ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
粘
り
が
で
る
ま

で
叩
く
。（
12
月
10
日
能
都
中
、

11
日
柳
田
中
・
小
木
中
、
16
日
松

波
中
）

⑫
攪か
く
は
ん拌

細
か
く
し
た
繊
維
を
か
き
混
ぜ
、

均
一
に
す
る
。（
み
わ
会
）

⑬
紙
漉す

き

溶
か
し
た
原
料
に
ね
り
材
の
ト
ロ

ロ
ア
オ
イ
を
混
ぜ
、
す
き
枠
で
漉

き
上
げ
る
。（
1
月
13
日
松
波
中
、

21
日
能
都
中
、
22
日
柳
田
中
・
小

木
中
）

⑭
圧あ
っ
さ
く搾

　
⑮
乾
燥

漉
き
上
げ
た
紙
を
布
に
移
し
て
板

に
は
さ
み
、
圧
力
を
掛
け
て
水
分

を
抜
き
、
一
枚
一
枚
を
板
張
り
し

て
天
日
で
乾
か
す
。（
み
わ
会
）

卒
業
の
日
。
世
界
に
一
枚
だ

け
の
特
別
な
卒
業
証
書
を
手

に
春
を
迎
え
ま
し
た
。

卒
業
証
書
完
成
ま
で
の

作
業
工
程

①
和
紙
原
木
の
移
植

和
紙
の
原
料
で
あ
る
「
楮

こ
う
ぞ
」
を
久

田
地
内
に
移
植
（
5
月
23
日
、
松

波
中
生
徒
が
体
験
）

②
原
木
採
集

自
生
す
る
原
木
を
採
取
。（
10
月

22
日
に
小
木
中
が
体
験
）

③
原
木
切
り
そ
ろ
え
　
④
原

木
蒸
し
　
⑤
黒
皮
製
造
　
⑥

白
皮
製
造

採
集
し
た
原
木
を
蒸
し
器
に
入
る

よ
う
一
定
の
長
さ
に
切
り
そ
ろ
え

る
。
蒸
さ
れ
て
縮
み
、
剥
が
れ
た

樹
皮
の
表
面
の
黒
い
皮
を
丁
寧
に

小
刀
で
剥
い
で
、
白
皮
だ
け
が
残

る
よ
う
に
掃
除
す
る
。（
11
月
19

日
柳
田
中
と
小
木
中
が
合
同
で
実

施
、
20
日
能
都
中
、
25
日
に
松
波

中
）

⑦
水
洗
い
　
⑧
煮
熟
　
⑨
水

洗
い
（
2
回
目
）

不
要
物
を
洗
い
流
し
、
柔
ら
か
く

な
る
ま
で
ア
ク
を
取
り
な
が
ら
煮

取
り
組
み
2
年
目
の
「
能
登
町
里
山
で
祝
う
15
の
春
！

門
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
町
内
の
中
学
3
年
生
１
５
４
人

が
久
田
和
紙
の
伝
承
団
体
「
み
わ
会
」
会
員
と
共
に
手

す
き
の
卒
業
証
書
作
り
に
挑
み
ま
し
た
。

3
年
間
の
思
い
出
、

伝
統
の
和
紙
に
刻
む最後のホームルーム。担任から手渡された

証書を手にする松波中生徒。（3 月 13 日）

ま
な
板
の
上
で
、
和
紙
の
原
料
を
何
度
も
叩
き
、
繊
維
を
ほ
ぐ
す
。

生
徒
は
根
気
の
い
る
作
業
を
黙
々
と
続
け
た
。（
12
月
10
日
）

能都中生徒による作業の様子。すき枠を上げると紙らしくなり、仕上がり
のイメージがはっきりした。生徒から笑顔がこぼれる。（1 月 21 日）

あ
な
た
も
伝
統
の
担
い
手
に

み
わ
会
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

小
間
生
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
「
紙
工
房
み
わ
会
」
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
伝
統
技
術
の
継
続
と
里
山
の
保
全
に
つ
な
が
る
こ

の
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
小
間
生
公
民
館
☎
（
76
）
０
２
７
５

蒸
し
器
か
ら
出
し
た
直
後
の
楮
の
枝
。
皮
が
縮
ん
で
木
か
ら
剥
が

せ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
あ
と
流
水
に
さ
ら
さ
れ
る
。（
11
月
19
日
）

小刀で黒い皮の部分を剥がす。枝がでていた部分は厚みが異なり、
刃が引っかかるため、細かい作業が必要とされる。（11 月 19 日）

楮こ
う
ぞは

ク
ワ
科
の
植
物
で
山
に
自
生
し
て
い
る
。
卒
業
証
書
を
作
る

た
め
に
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
数
台
分
が
必
要
で
、
採
取
が
容
易
と
な
る

よ
う
久
田
地
内
の
休
耕
地
に
移
植
し
た
。（
10
月
22
日
）

里
山
で
祝
う
15
の
春　

門
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


